
学校番号 1002 

令和３年度 保健体育科 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等保健体育 改訂版（大修館書店） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高める。 

・運動の楽しさや喜びを深く味わうことをできるようにする。 

・自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対する意欲 

を高める。 

・健康と安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。 

２ 学習の到達目標 

心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的、計画的な実践を 

通して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健康の保持 

増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

運動の楽しさや喜び

を深く味わうことが

できるよう、公正、協

力、責任、参画などに

対する意欲をもち、健

康・安全を確保して学

習に主体的に取り組

もうとする。 

生涯にわたる豊かな

スポーツライフの実

現を目指して、自己や

仲間の課題に応じた

運動を継続するため

の取り組み方を工夫

している。また、自己

や仲間の状況に応じ

て体力を高めるため

の運動を継続するた

めの計画を工夫して

いる。 

運動の合理的な実践

を通して、運動の特

性に応じて勝敗を競

ったり、攻防を展開

したり、表現したり

するための各領域の

運動の特性に応じた

段階的な技能を身に

付けている。 

選択した運動の技術

の名称や行い方、体

力の高め方、課題解

決の方法、練習や発

表の仕方、スポーツ

を行う際の健康・安

全の確保の仕方につ

いての具体的な方

法、スポーツの歴史、

文化的特性や現代の

スポーツの特徴、運

動やスポーツの効果

的な学習の仕方及び

豊かなスポーツライ

フの設計の仕方を理

解している 

評
価
方
法 

・受講態度の観察 

・レポート 

・レポート 

・体育理論受講 

・体育理論のテスト 

・技能観察 

・レポート 

・レポート 

・体育理論受講 

・体育理論のテスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期
中
間 

【  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

球
技 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】 

  

【  

球
技 

 

】 

・オリエンテーション 

 

【 球技 】 

 

・バスケットボール 

 

・テニス 

 

・サッカー 

 

・ハンドボール 

○ ○ ○ ○ a:球技の学習に主体的に取り

組もうとしている。 

b:課題解決の過程を踏まえて、

取り組んできたチームや自

己の目標と成果を検証し、課

題を見直している。 

c:攻防を展開するための状況

に応じたボール操作や安定

した用具の操作と連携した

動きができる。 

d:球技に関連した体力の高め

方について、学習した具体例

をあげている。 

受講態度の

観察 

 

技能観察 

 

技能測定 

 

前
期
期
末 

【  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

水
泳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

】 

【水泳】 

 

 

 

・水泳 

 

 

 

 

○ 〇 ○ ○ a:水泳の事故防止に関する心

得など健康・安全を確保して

いる。 

b:自己の課題に応じて、適切な

練習方法を選んでいる。 

c:平泳ぎでは、手と足、呼吸の

バランスを保ち、安定したペ

ースで長く泳いだり速く泳

いだりすることができる。 

d:技術の名称や行い方につい

て、学習した具体例をあげて

いる。 

受講態度の

観察 

 

技能観察 

 

技能測定 



後
期
中
間 

【  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

球
技 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ダ
ン
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】 

 

 

 

 

【球技】 

 

 

 

 

・バドミントン 

 

 

 

 

・テニス 

 

 

 

 

・ソフトボール 

 

 

 

 

【ダンス】 

 

 

 

 

・現代的なダンスのダンス 

○ ○ ○ ○ a:【球技】 

球技の学習に主体的に取り 

組もうとしている。 

【ダンス】 

互いに共感し高め合おう 

としている。 

b:【球技】 

 これまでの学習を踏まえて、

チームが目指す目標に応じ

たチームや自己の課題を設

定している。 

 【ダンス】 

 仲間との交流や発表後の話

し合いの場面では、互いの違

いの良さを指摘し、合意を形

成するための調整の仕方を

見付けている。 

c:【球技】 

 攻防を展開するための状況

に応じたボール操作や安定

した用具の操作と連携した

動きができる。 

 【ダンス】 

リズムの特徴を強調して全

身で自由に踊ったり、変化

とまとまりを付け仲間と対

応したりして踊るための動

きができる。 

d:【球技】 

 課題解決の方法について、理

解したことを言ったり書き

出したりしている。 

 【ダンス】 

 交流や発表の仕方について、

学習した具体例をあげてい

る。 

受講態度の

観察 

 

技能観察 

 

技能測定 

 

 



後
期
期
末 

【  
 

 
 

 
 

 

陸
上
競
技 

 
 

 
 

 
 

 

】 

 

【陸上競技】 

 

 

・持久走 

 

 

○ ○ ○ ○ a:陸上競技の学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:陸上競技を生涯にわたって

楽しむための自己に適した

関わり方を見付けている。 

c:ペースの変化に対応するな

どして走ることができる。 

d:陸上競技に関連した体力の

高め方について、学習した具

体例を挙げている。 

受講態度の

観察 

 

計測 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


